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令和２年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

薮井 慎吾 
●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、平成 27 年 11月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の重点施策を柱

とし、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、令和２年度瀬戸内市の教育

に基づいた諸施策を実施します。 

 

●基本方針 

瀬戸内市教育大綱 

重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
重点２ 
「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
 
以上、４つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育
成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民
の期待に応えるよう教育行政を推進していきます。 
 
（重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」の事業は、令和２年
度から市長部局の文化観光部へ） 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 

図書館・学校給食調理場 

 

人  員 正職員 
会計年度 

任用職員 
合計 

６４人 １６２人 ２２６人 

一般会計 ３，１８６，０４５ 千円 

特別会計  千円 

計 
３，１８６，０４５ 

（文化観光部予算含む） 
千円 

（うち人件費） （８３０，０６３ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

魅力ある学校施設

の整備と学習環境

の改善を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校施設整備 

老朽化が進み、大規模改造や老朽

改修が必要となっている学校が多

くなっているため、緊急性に応じ

て計画的に実施します。さらに、

学校施設長寿命化計画に基づき、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ整備 

教職員用の教育ネットワークのセ

キュリティ強化を図るとともに、

平成26年度に整備した情報機器を

更新し、教員の業務の効率化、授

業の質の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行幸小学校校舎大規模改造

第Ⅰ期工事を年度内に完了

させ、並行して第Ⅱ期工事に

向けて準備を進めます。 

 

牛窓東幼稚園園舎大規模改

造を夏休み中に完成させま

す。 

 

邑久小学校の南棟防水改修

工事、牛窓中学校の校舎外壁

改修工事、国府小学校のプー

ル解体撤去工事など、学校施

設の整備を年度内に計画的

に実施します。 

 

 

前年度末に契約を締結して

いるが、6月中に納入を完了

し、教職員の働き方改革に繋

げることができるように説

明会・研修会を行うなど十分

な利活用に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行幸小学校校舎大規

模改造Ⅰ期工事は、

約75％の進捗率で概

ね計画どおりに進ん

でいます。 

牛窓東幼稚園園舎大

規模改造工事は、7月

中旬に工事を終え、

仮設園舎の撤去を8

月中に終えました。

きれいになった改修

後の園舎にて、2学期

をスタートさせてい

ます。 

 

 

 

令和2年8月より、新

ネットワークの運用

を開始しました。児

童・生徒の成績等を

扱う校務系、授業で

使用する指導系にネ

ットワーク分離を行

い、セキュリティの

強化を実施しまし

た。また、教職員にリ

モートワークシステ

ムを導入し、家庭の

状況に合わせた働き

方ができるように整

備しました。 

 

 

 

行幸小学校校舎大規

模改造Ⅰ期工事は、

12月までに工事を終

え、改修後の教室で

3学期をスタートし

ました。現在はⅡ期

工事の発注準備を行

っています 

また邑久小学校の南

棟防水改修、牛窓中

学校の校舎外壁改

修、国府小学校のプ

ール解体工事も12月

までに工事を終えま

した。 

 

 

新ネットワークシス

テムの運用にともな

い、使用方法の研修

や校内での伝達研修

を実施しました。質

問等があれば、総務

学務課で対応してい

ますが、これまで大

きなﾄﾗﾌﾞﾙはなく、

順調に運用していま

す。また、リモート

ワークについては、

１月末までのべ166

人9,887時間の運用

実績になっていま

す。 

 

 
行幸小学校大規模改

造工事は、Ⅰ期工事

を終え、令和 3 年度

のⅡ期工事の開始に

向けて準備を進めて

います。 

その他学校施設の整

備についても年度内

に工事を終えまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
令和２年９月から運

用を開始しました

が、年度末までに情

報漏洩や運用に関す

るトラブルの報告は

なく、順調に運用し

ています。 

また、リモートワー

クについては、月あ

たり平均超過勤務時

間の削減にも寄与

し、利活用の利便性

から、市内学校から

接続アカウントの増

設を希望する声が多

くなっています。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒に安全で

安心な給食を提供

し、食育を推進し

ます。 

ＧＩＧＡスクール構想 

児童生徒1人に1台の端末を配備す

るとともに、端末等の機器を十分

活用できるように高速大容量の通

信ネットワークの整備を進めま

す。（新型コロナウイルス感染症

の感染防止対策による休校措置の

際のオンライン学習などを進める

ため、スケジュールの前倒しの必

要が生じた。令和5年度末まで⇒今

年度中） 

 

安全安心な給食の提供 

衛生管理、安全管理を徹底し、異

物混入を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育の推進 

給食時指導等により食育を推進し

ます。 

 

年度内に校内通信ネットワ

ーク整備に係る工事を完了

させ、並行して国が示す補助

金の情報、内容を注視しなが

ら年度内に児童生徒1人1台

の端末を購入し、併せてオン

ライン学習等に対応できる

環境整備を行います。 

 

 

 

 

調理機器の日常清掃・日常点

検及び服装点検等を確実に

実施することにより、異物混

入件数を昨年度より１０％

削減します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食時指導や給食だより等

により、食に関する正しい知

識と望ましい食習慣を身に

つけてもらい、食にかかわる

人々への感謝の気持ちを育

むよう指導します。 

 

令和3年3月末の整備

完了に向け、ネット

ワーク整備工事の入

札準備中。1人1台端

末に関しては契約を

締結し、納品に向け

て準備をしていま

す。 

 

 

 

 

調理機器の日常清

掃・日常点検及び服

装点検等を確実に実

施していますが、

R1.9末時点で9件で

あったものがR2.9末

で17件となっていま

す。原因については

納入業者（肉の骨片、

パン袋内の虫等）が

大半を占めていま

す。今後は、衛生管理

等を徹底していきま

す。 

 

牛窓学校給食調理場

において、栄養教諭

の代員配置の関係で

給食時指導が遅れて

いましたが、他につ

いては問題なく食育

を進めています。 

 

令和3年3月末の整備

完了に向け、校内ネ

ットワーク整備工事

を開始しました。ま

た、1人1台端末から

のインターネット接

続のための光回線の

敷設工事や端末のキ

ッティングについて

も協議を進めていま

す。 

 

異物混入について、

R2.1末時点では14件

でしたが、R3.1末時

点で39件となってい

ます。混入経路の内

訳は調理場12件、納

入業者21件、学校1

件、不明5件です。

異物の大半は、毛、

虫、骨であり、健康

への影響は出ていま

せんが、今後、一層

衛生管理等を徹底し

ていきます。 

 

牛窓･邑久学校給食

調理場の栄養教諭に

ついては、代員を配

置し、今までどおり

給食時指導や食育等

を進めています。 

 
年度内に校内通信ネ

ットワーク整備工事

及びインターネット

接続のための光回線

敷設工事を終え、児

童生徒 1 人 1 台の端

末を各学校に配備し

ました。 

 
 
 
 
異物混入について、

令和元年度は3調理

場合計で19件、令和

2年度は3調理場合計

で45件でした。令和

2年度の混入経路の

内訳は調理場15件、

納入業者23件、学校

1件、不明6件です。

異物の大半は、毛、

虫、骨です。金属混

入はありませんでし

た。 

 

 

3調理場合計で、給

食時指導等を約200

回実施し、食に関す

る正しい知識、生産

者等への感謝の気持

ちを子どもたちに学

習させました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

関係部局・関係機

関と連携しながら

就学前から義務教

育まで、個々の子

どもの状況を把握

して、必要とされ

る資質や能力を育

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児児童生徒の自立支援 

個々の子どもの課題や状況を把握

し、指導・支援を継続して行いま

す。 

 

 

 

 

 

学力向上のための事業の充実 

学校力向上事業や教職員研修の充

実によって、子どもたちに必要な

力を育みます。 

 

 

 

 

地域学校協働活動の推進 

各小・中学校に設置している協働

本部で取り組んでいる地域学校協

働活動を継続して推進するととも

に、実施体制の強化を図ります。 

 

 

 

家庭教育の推進 

子育てや成長など、子どもに関わ

る様々な悩みや課題を和らげるた

めの事業を関係部署と連携して実

施します。 

 

・長期欠席・不登校の児童生

徒の出現数を前年度より

10％減らします。 

・幼小連携を推進する研修、 

授業公開を５回以上実施し

ます。 

 

 

 

自己肯定感をもち、高い学習

意欲をもった児童生徒を８

割以上にします。 

 

 

 

 

 

活動のキーパーソンとなる

地域学校協働活動推進員及

び学校教職員のスキルアッ

プを図るため、研修会を開

催します。 

 

 

 

保育園・幼稚園や市内ファシ

リテーターなどと連携して、

親育ち応援学習プログラム

（親プロ）学習会や養成講座

を実施します。 

 

 

・不登校の出現数は

9月末現在の前年度

比で小学校で微増、

中学校で微減です。 

・特別支援教育や幼

小連携についての研

修を2回実施しまし

た。  

 

・自己肯定感と学習

意欲を高めるために 

安全を確保した上

で、主体的、対話的な

学習を実践していま

す。 

 

 

各学校での活動もコ

ロナの影響で制限が

かかっている状況で

すが、その中でもで

きる活動や研修のや

り方を模索中です。 

 

 

8月に、親プロファシ

リテーター養成講座

を実施し、8名が参加

しました。 

また、9月に福祉部と

連携し親プロ学習会

を幼稚園で実施しま

した。 

 

 

・不登校の出現数は

１月末現在の前年度

比で小学校は増加、

中学校は減少です。 

・特別支援教育や幼

小連携についての研

修を５回実施しまし

た。  

 

・小学５年生から中

学３年生の約８割が

自己肯定感をもち、

小学５年生の約７割

中学３年生の約６割

が計画的に学習して

います。 

 

研修会の実施は見合

わせることにしまし

たが、研修に代わる

資料（好事例の紹介

等）を関係者に配布

する準備を進めてい

ます。 

 
幼稚園５園全て親プ

ロ学習会を実施する

ことができました。

現在、子育て支援セ

ンターでの父親向け

の親プロ実施に向け

て準備を進めていま

す。 

 

・不登校の出現数は

小学校で10％超の増

加、中学校で10％の

減少です。 

・特別支援教育や幼

小連携についての研

修を６回実施し、継

続的な指導について

共有しました。  

・抽出校において、

自己肯定感について

約７割、計画的な学

習について約７～８

割の児童生徒が肯定

的な回答をしていま

す。 

 

県教育委員会生涯学

習課発行の学校づく

り・地域づくりの週

刊誌及び、美和小学

校の取組事例を情報

として提供しまし

た。 

 

子育て支援センター 

親プロ学習の年間計

画が 5 月頃から開催

予定。幼稚園内の親

プロ学習会を年 6 回

実施。養成講座を 1

回実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

がそれぞれ機能を

高めるとともに連

携を図り、事業を

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が主体となる文化芸術を通じ

て、瀬戸内市の良さを発信し、市

民のシビックプライドを醸成する

ことを目的とし、中央公民館を拠

点とした学習の成果発表や、市民

による企画事業などによって、瀬

戸内市における文化芸術の発展、

横展開につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館、牛窓町公民館、長船

町公民館の地域の特色を活かした

持続可能な学習の拠点としての役

割を考え、身近な地域資源を内外

に情報発信し、多様な学習機会の

提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館と委員会が中心とな

り、市民が企画した事業など

を実施します。 

また、市民参加型のロビーパ

フォーマンスを年5回以上開

催します。 

事業の参加人数1,200人を目

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

菊づくり講座や海岸生物の

現状調査の主催講座など公

民館主催事業を実施します。

参加人数25,000人を目指し

ます。 

また、文化芸術を通して、公

民館利用が少ない青年層（18

歳～39歳）や外国人との交流

講座を年2回実施し、参加人

数30人を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化の種まき応援事

業では9団体から申

請があり9事業が採

択され、砥石城山登

りウォークや夢二

2020事業などを順次

実施しています。ロ

ビーパフォーマンス

は会場をホールに移

して参加者名簿の作

成が徹底できる状況

で11月から開催予定

です。 

 

 

公民館におけるコロ

ナ対策指針に準じ

て、菊づくり講座な

ど順次開催していま

す。 

8月18日には牛窓の

筵江海岸で海岸生物

の観察会を実施しま

した（参加者34人）。 

また、文化があふれ

るまちづくり事業の

前結び帯結ファッシ

ョンショーに公民館

から外国人留学生を

紹介しモデルとして

出演予定です。 

 

 

 

 

市民企画コンサート

で倉敷管弦楽団弦楽

合奏コンサートを開

催するなど感染症対

策を徹底した上で、

文化芸術の振興を図

りました。（来場者

173人） 

文化の種まき応援事

業では、体験型の歴

史学習事業など7事

業を展開していま

す。 

 

 

前結び帯結ファッシ

ョンショーでは主催

者と外国人留学生を

仲介し4名の外国人

着物モデルが出演し

ました。また、ドロー

ンの主催講座では、

15人の青年層が参加

し、躍動感ある体験

講座となりました。

（参加者46人） 

日本画体験講座や地

域再発見ウォークな

ど、コロナ禍でも開

催できる体験型講座

を実施しました。 

 

 

 

 

文化があふれるまち

づくり事業ではコロ

ナ対策に配慮した事

業（ホールパフォー

マンス 4 事業、委員

会企画コンサート 1

公演、芸術展 1事業、

文化の種まき応援事

業 7 事業）を実施し

ました。事業総参加

人数は 2,619 人とな

りました。 

 

 

 

コロナ禍の中で講座

数とその定員が大幅

に減少となりまし

た。菊づくり講座や

日本画講座などの体

験型の講座を実施す

ることができまし

た 。 参 加 人 数 は

13,133 人となり、前

年度の 27,670 人と

比較し47.5％となり

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

図書館との連携事業では、公民館

や図書館に来館された市民が気軽 

に参加することができる事業を実

施します。 

 

 

 

 

郷土資料などの地域の文化資源を

図書館及び中央公民館で展示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術館との連携事業では、研修室

で日本画教室を実施するとともに

企画展の対話型鑑賞会も実施しま

す。 

 

 

 

 

 

地域の身近な課題を解決するため

の事業や地域の振興につながる事

業を関係部署と連携して実施しま

す。 

 

 

 

図書館との連携を目的に、オ

リーブの庭を活用したイベ

ントやせとうちまーる号を

利用した事業を年 1 回以上

実施します。 

 

 

 

来館者が身近な郷土に関心

をもつことを目的とし、虫明

焼などの地元にゆかりのあ

る文化資源などの展示を実

施します。 

 

 

 

 

 

 

岩絵の具で描く貴重な体験

を目的とし、美術館と連携し

た日本画教室の参加人数30

人を目指します。 

 

 

 

 

 

高齢者支援を目的とし、関係

部署と連携して認知症サポ

ーター養成講座の参加人数

30 人を目指します。 

 

 

 

未就園児親子を対象

とする長船町公民館

主催事業うさぎの学

校11月開催回に「せ

とうちまーる号」と

のコラボ企画を計画

中です。 

 

5月16日から7月19日

まで公民館所管の黒

井千左氏、博史氏、故

一楽氏の虫明焼を 

展示し、延べ2375人

が観覧しました。 

 

 

 

 

 

8月28日に日本画講

座を実施しました

（参加者12人）。ま

た、日本画体験後、美

術館長の解説で企画

展を見学し、理解を

深めることができま

した。 

 

コロナウイルスの状

況を注視し、社会福

祉協議会と連携して

認知症サポーター養

成講座の開催を下半

期に計画中です。 

 

11月24日に開催した

うさぎの学校では

「せとうちまーる

号」が登場し、親子で

ふれあいながら絵本

を選ぶ機会となりま

した。 

 

中央公民館ロビーで

市民の作品や所有物

を展示する瀬戸内コ

レクションでは、手

製真空管アンプや明

治大正時代の教科書

など来館者の注目を

集める逸品が寄せら

れ、延べ4,906人が観

覧しました。 

 

牛窓東幼稚園で開催

した日本画体験講座

（参加者21人）では、 

水彩絵の具とは違う

岩絵の具で絵を描く

貴重な機会になりま

した。 

 

 

推進会議役員との協

議をした結果、今年

度の事業は中止とな

りました。今後も地

域課題解決に向けて

協議を継続すること

になりました。 

コロナ禍の中、図書

館との連携事業は年

間 1 回の開催となり

ました。 

 

 

 

 

2月は「桃井国志～画

文に至るあゆみ～」、

3月は「馬場伝次郎の

江川式建築展」を瀬

戸内コレクションの

募集により展示しま

した。延べ 1,133 人

の方が観覧しまし

た。 

 

 

3月 13日に夢二郷土

美術館と連携し、夢

二生家記念館の椿を

描く日本画体験講座

を開講できました。

参加された 10 人の

作品は少年山荘や春

の院展会場で展示し

ます。 

認知症サポーター養

成講座の中止に伴

い、防災マップや防

災グッズなど、牛窓

地区をクローズアッ

プした展示を実施し

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

地域の情報拠点整備 

まちづくりに役立つ地域の情報拠

点として十分に機能するため、「瀬

戸内市立図書館サービス計画」に

沿って、多くの市民が利用できる

図書館サービスの充実を図りま

す。 

 

子どもの読書活動推進 

子どもの発達段階に合わせた読書

を支援するため、「第２次瀬戸内市

子ども読書活動推進計画」に沿っ

て、子どもの読書活動推進を図り、

図書館の子育て支援サービスにも

つなげます。 

 

個性に合わせたサービスの提供 

高齢者や障害者が利用しやすい読

書環境を提供するため、認知症対

策を含めた高齢者サービスと障害

者サービスの推進を図ります。 

 

 

 

 

 

地域郷土学習の支援 

市民が郷土に関心や愛着を持ち、

瀬戸内市に関わる人々が瀬戸内市

をより深く理解できるようにする

ため、地域郷土学習事業の推進を

図ります。 

 

全館の登録率 53％、実利用

率を 18.5%、貸出冊数を約

334,000 冊（住民 1人当たり

貸出冊数を 9 冊）とします。 

 

 

 

 

子どもの発達段階に合わせ

た読書案内を 4 種類作成し

ます。中高生向けコーナーに

コミュニケーションボード

を設置します。 

 

 

 

障害者サービスの利用案内

を作成し、広報を年 4回行い

ます。また、認知症にやさし

い本棚のおすすめ資料リス

トを作成します。 

 

 

 

 

 

郷土学習支援のためのパス

ファインダー（情報や探索方

法の紹介）を 3種類作成しま

す。 

 

全 館 の 登 録 率 は

52.1％、貸出冊数は

146,467冊（住民1人

当たり貸出冊数 4.0

冊）となっています。 

 

 

 

小学校低学年・中学

年・高学年、中学生向

けの本を選書中。11

月中に作成し、12月

に編集予定。コミュ

ニケーションボード

を準備中です。 

 

「図書館だより」及

び屋台展示で、広報

を3回実施。障害者サ

ービスの利用案内は

年度内完成予定。「認

知症にやさしい本

棚」のおすすめ資料

リストは1月完成予

定で編集中です。 

 

3種のテーマを選定

し、1種目の案を作成

中です。 

 

全館の登録率は

52.7％、貸出冊数は

257,349冊（住民1人

当たり貸出冊数7.0

冊）となっていま

す。 

 

 

1月に小学校低学年・

中学年・高学年、中学

生向けの読書案内を

作成しました。コミ

ュニケーションボー

ドは、11月に設置し

ました。 

 

認知症にやさしい本

棚おすすめ資料リス

トは2月末完成を目

標に編集中です。障

害者サービス利用案

内も同時期に完成予

定のため、図書館だ

よりで4回目の広報

を行う予定です。 

 

パスファインダーの

1種目を作成中。3月

末までに3種のパス

ファインダーを完成

させる予定です。 

 

全 館 の 登 録 率 は

53.3%、実利用率は

16.4％、貸出冊数は

315,455冊（住民1人

当たり貸出冊数 8.5

冊）となっています。 

 

 

読書案内 4 種類（小

学校低学年・中学年・

高学年、中学生向け）

を作成しました。コ

ミュニケーションボ

ードを設置しまし

た。 

 

認知症にやさしい本

棚おすすめ資料リス

トと障害者サービス

利用案内を作成しま

した。図書館だより

で障害者サービスの

広報を4回行いまし

た。 

 

 

2 種類のパスファイ

ンダーを作成しまし

た。残り 1 つを令和

3 年 4 月中に完成さ

せる予定です。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

市民の健康づくり

や体力づくりのた

め、市民が生涯に

わたってスポーツ

に親しむことがで

きるよう、活動の

場所と機会の提供

を行います。 

邑久スポーツ公園の改修 

冒険の森をこども広場とし、自然

を生かし、遊具の設置を最小限に

とどめることにより、自然の中で

子どもが自由に遊べる場所として

整備を進めます。 

また、野球場のトイレや駐車場の

整備を進めます。 

 

 

 

牛窓体育館の今後の方針 

令和元年度に実施した耐震診断の

結果を基に、施設の今後の方針を

検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度に策定した改修

基本設計を基に、課題となっ

ていたトイレの整備を始め、

手足洗い場、遊具、東屋、駐

車場等の改修実施設計を3月

末までに作成します。 

 

 

 

 

10月末を目途に、関係者から

の意見を集約し、耐震補強・

改修または解体の方針を決

定します。 

 

7月末に受注者を決

定しました。他部局

と連携を図りながら

実施設計を進めてお

り、今後は、市民の参

画によるにぎわいの

ある公園となるため

のワークショップを

開催します。 

 

過去に体育館を利用

していた団体及び現

在牛窓地域で学校施

設を利用している団

体の意見を聞くた

め、アンケート調査

を実施し、6月に結果

を取りまとました。 

 

 

11月のワークショッ

プ、12月の子育て世

代による座談会にお

いて実施設計の素案

を提示し、具体的な

整備内容についての

意見交換を行いまし

た。 

 

 

12月に瀬戸内市スポ

ーツ推進審議会を開

催し、施設の方針に

ついて諮問しまし

た。 

 

意見交換会や現地視

察等でいただいた多

くの意見を盛り込ん

だ実施設計が完了し

ました。 

 

 

 

 

 

耐震診断結果、学校、

利用者アンケート、

スポーツ推進審議会

等でいただいた意見

を基に施設を廃止

し、学校用地として

有効活用する方策を

講じます。今後は、

個々の課題について

さらに検討を行いま

す。 

 


